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○

○

２．ルート決定の経緯について２．ルート決定の経緯について

１．三陸沿岸道路に関するルート具体化までの状況１．三陸沿岸道路に関するルート具体化までの状況

【【位置図位置図】】

東日本大震災復興構想会議において、地域  
活動を支える基盤強化として、三陸縦貫自動  
車道等緊急整備に関する提言をいただいた

三陸沿岸道路の全ての未事業化区間につい  
て、早期にルートの具体化を図るため、道路  
が通る概ねの範囲を公表し、地域の意見を  
聴きながら概ねのルート及びＩＣを提示し、８  
月３０日にルートを確定
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２．ルート決定の経緯について２．ルート決定の経緯について

○

○

２．横断軸（東北横断自動車道釜石秋田線（花巻～釜石間）、東北中央道（福島～相馬間）に２．横断軸（東北横断自動車道釜石秋田線（花巻～釜石間）、東北中央道（福島～相馬間）に
関するルート具体化までの状況関するルート具体化までの状況

東日本大震災復興構想会議において、地域  
活動を支える基盤強化として、太平洋沿岸と  
東北道を繋ぐ横断軸の強化について提言を  
いただいた

太平洋沿岸と横断道を結ぶ東北横断自動車  
道釜石秋田線（花巻～釜石間）及び東北中  
央自動車道（福島～相馬間）の未事業化区  
間について、早期にルートの具体化を図る作  
業に入り、８月３０日にルートを確定

【【位置図位置図】】

3



２．ルート決定の経緯について２．ルート決定の経緯について

３．ルート公表等の進め方３．ルート公表等の進め方

①  道路が通る概ねの範囲の提示（１km幅）

②  概ねのルート、ＩＣの位置の提示（５００m幅）

市町村・住民へ提示
意見聴取

７月  １日

２２日

８月３０日 ③  ルートの確定

８月  ５日

１２日

ルートを具体化する作業

市町村・住民へ提示
意見聴取

事業評価手続き

事 業 化
日付：上段が三陸沿岸道路

下段が横断軸
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２．ルート決定の経緯について２．ルート決定の経緯について

４．ルート及び出入り口の位置の決定公表（位置図）４．ルート及び出入り口の位置の決定公表（位置図）
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２．ルート決定の経緯について２．ルート決定の経緯について

４．ルート及び出入り口の位置の決定公表（位置図）４．ルート及び出入り口の位置の決定公表（位置図）
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２．ルート決定の経緯について２．ルート決定の経緯について

４．ルート及び出入り口の位置の決定公表（位置図）４．ルート及び出入り口の位置の決定公表（位置図）
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２．ルート決定の経緯について２．ルート決定の経緯について

４．ルート及び出入り口の位置の決定公表（位置図）４．ルート及び出入り口の位置の決定公表（位置図）
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４．ルート及び出入り口の位置の決定公表（位置図）４．ルート及び出入り口の位置の決定公表（位置図）

２．ルート決定の経緯について２．ルート決定の経緯について
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２．ルート決定の経緯について２．ルート決定の経緯について

４．ルート及び出入り口の位置の決定公表（位置図）４．ルート及び出入り口の位置の決定公表（位置図）
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２．ルート決定の経緯について２．ルート決定の経緯について

５．ルート及び出入り口の位置の決定公表（５．ルート及び出入り口の位置の決定公表（500m500m幅と出入り口位置及び出入り可能方向を提示）幅と出入り口位置及び出入り可能方向を提示）

例：  ①歌津～本吉間

８月３０日公表
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○

○

２．ルート決定の経緯について２．ルート決定の経緯について

６．宮古盛岡横断道路に関する優先整備区間の具体化までの状況６．宮古盛岡横断道路に関する優先整備区間の具体化までの状況

【【位置図位置図】】

岩手県では、宮古盛岡横断道路の未事業化区間について、早期に整備方針の具体化を図る  
ため、地元自治体の意見を聴きながら優先整備区間を確定する作業に着手し、９月７日に整  
備方針と概ねのルートを確定

東日本大震災復興構想会議において、地域活動を支える基盤強化として、太平洋沿岸と東北  
道を繋ぐ横断軸の強化について提言をいただいた
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２．ルート決定の経緯について２．ルート決定の経緯について

７．優先整備区間の決定公表（７．優先整備区間の決定公表（500m500m幅の概ねのルートと整備方針を提示）幅の概ねのルートと整備方針を提示）
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例：  ③茂市地区

９月７日公表



■■ 三陸沿岸道路は従来、整備が進んでこなかったが、今回の三陸沿岸道路は従来、整備が進んでこなかったが、今回の  
東日本大震災において、東日本大震災において、命の道命の道としての機能を発揮としての機能を発揮

①平時に暮らしを支える ・・・・・  医療サービス、産業、観光  

②災害時に命を守る ・・・・・・・・  避難、救命救急、復旧

■■ 厳しい財政状況から厳しい財政状況から低コスト低コストの実現が必要の実現が必要

○６つの設計見直し  

○低コストを実現しつつ、機能強化

○被災地復興のリーディングプロジェクト

３．「三陸沿岸道路」の新たな考え方について３．「三陸沿岸道路」の新たな考え方について
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三陸縦貫道（山田道路）三陸縦貫道（釜石山田道路）

国道45号

釜石山田道路

浸水域

国道45号

浸水域

山田道路

①強靱生の確保①強靱生の確保（ルートは津波浸水区域を回避（ルートは津波浸水区域を回避  →→ 三陸縦貫自動車道は三陸縦貫自動車道は９５％回避９５％回避））

３．「三陸沿岸道路」の新たな考え方について３．「三陸沿岸道路」の新たな考え方について
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三
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岸
道
路

至 気仙沼

至 仙台
津波浸水区域

産業ゾーン

居住  
ゾーン

居住
ゾーン

居住ゾーン

居住

ゾーン
公共公益ゾーン

（ベイサイドアリーナ）

②低コストの実現②低コストの実現（４車線・ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄ型（４車線・ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄ型ICIC  →→  ２車線・ｺﾝﾊﾟｸﾄ型２車線・ｺﾝﾊﾟｸﾄ型ICIC））

③復興まちづくりの支援③復興まちづくりの支援

見直し ２車線でICはコンパクト型

市街地・集落

国道

コンパクトＩＣ コンパクトＩＣ料金所

４車線でICは  
トランペット型

トランペット型IC

従来

南三陸町の例

高台に計画されている居住ゾーン  
等とのアクセスに配慮

南三陸町の「志津川地区土地利用計画イメージ図（５～１０年）」を基に作成

３．「三陸沿岸道路」の新たな考え方について３．「三陸沿岸道路」の新たな考え方について
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④拠点と連絡する④拠点と連絡するICIC等の弾力的配置等の弾力的配置

⑥⑥ICTICT（情報通信技術）による通行可能性把握（情報通信技術）による通行可能性把握（（ITSITSスポット等で走行速度等を収集）スポット等で走行速度等を収集）

⑤避難機能の強化⑤避難機能の強化（緊急避難路、避難階段等の設置）（緊急避難路、避難階段等の設置）

緊急避難路

ガードパイプを取り外し  
て緊急避難路を接続

三陸沿岸道路

IC

水産業や商工業  
施設

市街地・集落

病院等防災拠点等

IC

IC

三陸沿岸道路

避難階段イメージ

緊急車両用  
出入り口

３．「三陸沿岸道路」の新たな考え方について３．「三陸沿岸道路」の新たな考え方について
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